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▲児童によって運営される全校朝礼をテレビ放
送する学内スタジオ。 

▲鮮明な大画面が教室前方にあるため見やすく、児童の意識を教室前方に集め
やすい。特に低学年では、授業に対する集中力を高められる。 

●ターミナルボックスを手元に設置することで、 
高所設置のディスプレイでも映像ソースの変更が容易。 
1年生から4年生までの各教室に導入された42V型ハイビジョンプラズマ
ディスプレイは教室正面前方の黒板上部に角度可変型の壁掛け金具を
用いて設置されています。当初は画面の位置が高くなりすぎるのではな
いかという懸念もありましたが、低学年教室の黒板位置が低めに設定さ
れているため、問題のない位置に設置ができました。 
各教室にはDVD／VTR一体型プレーヤーが設置されているほか、映像・
音声入力端子、PC入力端子を備えたターミナルボックスが教員の手の
届きやすい位置に設置されており、授業の内容に合わせて使用される
PCや書画カメラなど、さまざまな映像装置の接続が容易に行えるように
配慮されています。 
静岡サレジオ小学校様では、毎朝の
全校朝礼がテレビ放送されています。
校舎内の放送室には、2台のデジタ
ルビデオカメラやマイク、スイッチャー
などが準備されており、放送委員の
児童による制作のもと、各教室のディ
スプレイで放送されています。 

●映像設備を創意工夫で有効に活用し、 
興味を喚起する授業環境を創り出す。 
今回の導入により、静岡サレジオ小学校様のほとんどの教室にディスプレイ
が常設され、映像表示インフラの充実度が飛躍的に高まりました。また、大画
面での映像表示を駆使した授業に対し、児童達も強い興味を示しています。 
「充実したインフラを有効活用するためには、教員各自の工夫が必須になる」
という末吉校長の考えは、職員全員に深く浸透しており、普段から「児童の理
解力をより一層高めるための授業の方法」について教員間で意見交換を活
発にされるなど、より解りやすい授業に向けて、プラズマディスプレイの活用方
法、映像コンテンツの在り方なども含めた取組みを続けられておられます。 

導入を終えて 

静岡サレジオ小学校 
校長　末吉 弘治 様 

今回、取材にご協力いただきました 

t書画カメラを利用して教科
書の挿し絵を大画面表示。
低学年の授業では、児童
を飽きさせない工夫の一
つとして、教科書の挿し絵
や教員がデジタルカメラで
撮影した写真など、映像を
豊富に利用して授業を行っ
ている。 

t教員のノートPCも、簡単に
接続してディスプレイに表示。 

t高学年（5・6年生）の授業
では、50V型ディスプレイを
キャスター付き移動式スタ
ンドにセットして活用。教員
が作成した単語カードのコ
ンテンツを繰り返し大画面
表示することで、英単語の
学習力向上に高い効果を
あげている。 

tオーストラリアにある姉妹
校セントメアリー小学校と、
インターネット回線を通じて
テレビ電話で交流。PCと
webカメラをプラズマディス
プレイに接続し、映像を大
画面に表示させることで、
クラス全員で国際交流体
験を共有でき、異文化間
の相互理解をより一層深
めている。 


